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『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
仙
境

―
異
郷
訪
問
譚
の
一
変
化

―

付

暁

霊

一

は
じ
め
に

仙
境
、
竜
宮
、
鬼
国
、
酒
呑
童
子
の
住
処
な
ど
通
常
で
は
な
い
場
所
を

訪
れ
る
話
型
が
、
古
く
か
ら
日
本
に
存
在
す
る
。
そ
れ
を
先
行
研
究
に
従

い
、
異
郷
訪
問
譚
と
称
す
る
。

異
郷
訪
問
譚
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
上
代
に
つ
い
て
は
勝

俣
隆
『
異
郷
訪
問
譚
・
来
訪
譚
の
研
究
』（

一
）

、
中
世
に
つ
い
て
は
市
古
貞

次
「
異
郷
小
説
」（

二
）

な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
近
世
の
異
郷
訪
問
譚
は
社
会

的
文
化
的
背
景
の
変
化
に
伴
い
中
世
以
前
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い

る
が
、
伝
存
資
料
の
膨
大
さ
が
一
因
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
網
羅
的
に
取
り

上
げ
た
研
究
は
現
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
前
稿

（
三
）

に
お
い
て
、
江
戸
時
代
前
中
期
に
お
け
る

異
郷
訪
問
譚
に
関
す
る
資
料
を
、
仮
名
草
子
、
浮
世
草
子
そ
の
他
小
説
類
、

草
双
紙
に
分
け
て
収
集
整
理
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
中
で
調
査
し
得
た
作

品
の
う
ち
、
克
斎
著
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）（

四
）

、
江
戸
池
田
屋
源
助

に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
風
俗
遊
仙
窟
』
（
半
紙
本
四
巻
四
冊
）
に
着
目

す
る
。
前
稿
の
調
査
範
囲
に
お
け
る
作
品
は
、
短
編
集
の
一
部
に
異
郷
訪

問
譚
を
含
む
場
合

（
五
）

と
、
長
編
小
説
の
一
部
に
異
郷
訪
問
譚
を
含
む
場

合
（
六
）

が
殆
ど
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
は
、
全
四

巻
を
通
し
て
一
話
の
異
郷
訪
問
譚
を
描
く
珍
し
い
作
品
で
あ
り
、
日
本
の

異
郷
観
の
系
譜
を
考
察
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ
る
た
め
で
あ

る
。本

書
の
梗
概
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
張
川
文
蔵
、
通
称
文
生
が
仙

郷
に
迷
い
込
み
、
衣
を
洗
う
女
童
に
一
夜
の
宿
を
求
め
る
。
さ
ら
に
、
久

米
仙
人
、
久
米
姫
と
和
歌
・
詩
文
・
発
句
な
ど
の
や
り
と
り
を
す
る
（
巻

一
、
巻
二
）
。
そ
の
後
、
文
生
は
久
米
仙
人
の
入
婿
に
な
る
。
文
生
に
家

を
継
が
せ
た
こ
と
を
諸
仙
へ
広
め
る
た
め
に
、久
米
仙
人
が
宴
会
を
催
す
。

宴
会
に
諸
仙
が
来
儀
し
、
妙
術
を
顕
す
が
、
東
王
公
と
西
王
母
が
現
れ
、

堕
落
し
た
生
活
を
し
て
い
る
仙
人
ら
を
叱
る
（
巻
三
）
。
頽
れ
た
久
米
仙

人
の
死
を
経
て
、
文
生
は
久
米
姫
と
一
緒
に
俗
界
に
帰
る
（
巻
四
）。

『
風
俗
遊
仙
窟
』
は
『
遊
仙
窟
』
を
踏
ま
え
た
小
説
で
あ
る
が
、
狂
文

や
狂
歌
、
狂
詩
、
発
句
等
も
織
り
込
ま
れ

（
七
）

、
狂
文
戯
作

（
八
）

と
し
て
の

側
面
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
原
典
に
な
い
滑
稽
性
や
世
相
風
俗
の
描

写
を
含
む
。
ま
た
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
は
後
世
に
一
定
の
影
響
力
を
有
し

て
お
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
本
書
が
『
風
流
仙
人
花
聟
』
（
富
川

吟
雪
画
、
安
永
三
年
〈
一
七
七
四
〉
刊
）
の
粉
本
で
あ
り
、
「
黄
表
紙
の

成
立
に
本
書
が
間
接
的
に
関
わ
っ
た
」（

九
）

こ
と
や
、『
風
流
志
道
軒
伝
』（
平

賀
源
内
著
、
宝
暦
十
三
年
〈
一
七
六
三
〉
刊
）
に
示
唆
を
与
え
た
可
能
性

（
十
）
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が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
作
の
著
者
克
斎
は
伝
未
詳
な
が
ら
、
そ
の
著
述

『
蛙
の
物
真
似
』
（
享
保
十
四
年
〈
一
七
二
九
〉
刊
）
は
談
義
本
の
祖
の

一
と
目
さ
れ
る

（
十
一
）

。
従
っ
て
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
詳
細
な
分
析
は
、

異
郷
訪
問
譚
研
究
の
み
な
ら
ず
、
影
響
作
の
分
析
や
よ
り
広
い
戯
作
研
究

に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
唐
代
の
小
説
で
あ
る
『
遊
仙
窟
』
は
、
奈
良
時
代
以
来
、
日
本
文

学
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
、
元
禄
三
年
（
一

六
九
〇
）
に
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
受
容

さ
れ
続
け
て
い
る
。『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
『
遊
仙
窟
』
の
利
用
は
、

特
に
巻
一
、
巻
二
の
構
想
と
表
現
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

一
方
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
序
文
は
、
『
遊
仙
窟
』
以
外
の
、
仙
人
の
世

界
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
書
物
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

ら
の
本
作
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て
は
従
来
研
究
が
な
い
。
ま
た
、
『
風

俗
遊
仙
窟
』
巻
三
は
仙
人
社
会
に
関
す
る
記
述
を
有
す
る
が
、
こ
の
一
連

の
記
述
は
、
『
遊
仙
窟
』
に
見
え
ず
、
先
行
す
る
異
郷
訪
問
譚
に
も
見
出

せ
な
い
た
め
、
典
拠
研
究
と
異
郷
訪
問
譚
研
究
の
双
方
に
お
い
て
、
注
目

に
値
す
る
。

本
稿
で
は
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
中
国
の
仙
人
伝
記
の
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
仙
人
社
会
が
ど
の
よ
う
に

構
築
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
主
人
公
が
仙
境
を
出
る
結
末
に

注
目
し
、
同
じ
話
型
の
作
品
の
調
査
を
通
じ
て
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
特

徴
を
把
握
し
つ
つ
、
異
郷
訪
問
譚
の
一
変
化
の
様
相
を
呈
示
す
る
。

二

『
遊
仙
窟
』
以
外
の
素
材

―
『
有
象
列
仙
全
伝
』

『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
黒
羊
子

（
十
二
）

に
よ
る
序
文
に
、
『
遊
仙
窟
』
以
外

の
書
物
に
言
及
す
る
部
分
が
あ
る
。

文
載

道
之
器
也
と
は
。
大
八
車
の
謂
に
は
あ
ら
ず
。
伝

忞
々

。

レ

二

一

著

々

と
は
。
暗
夜
に
鳥
銃
の
事
に
は
あ
ら
ず
。
況
乎
神
仙
之

二

一

術
。
升

天
練

気
。
神
変
奇
特
。
片
言
隻
字
の
可

尽
に
あ
ら
ず
。

レ

レ

レ

昔
者
。
劉
向
。
李
攀
竜
之
選
。
文
字
に
角
あ
り
て
。
噛
人
鮮
矣
。
此

書
や
。
其
味
を
碌
々
の
徒
に
為

知
度
と
は
。
作
者
の
微
志
也
。

レ

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
序
）

序
者
は
「
神
仙
之
術
」
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
書
物
を
挙
げ
、
そ
れ
ら

が
漢
文
体
で
あ
る
た
め
に
限
ら
れ
た
人
に
し
か
読
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を

述
べ
、
本
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
先
行
書
の
「
味
」
を
多
く
の
人
に
知
ら

せ
る
意
図
が
あ
る
と
す
る
。

傍
線
部
に
お
い
て
、
序
者
は
書
名
を
明
示
せ
ず
、「
劉
向
」
、「
李
攀
竜
」

の
よ
う
な
人
名
の
み
を
示
し
て
い
る
。
「
劉
向
」
は
中
国
漢
代
の
学
者
で

あ
り
、
こ
こ
は
彼
の
名
に
仮
託
し
た
仙
人
伝
記
集
の
嚆
矢
『
列
仙
伝
』
を

指
す
。
『
列
仙
伝
』
が
古
来
日
本
文
学
に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
も
寛
永
年
間
、
寬
政
年
間
に
和

刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
。「
李
攀
竜
」
は
中
国
明
代
の
古
文
辞
派
の
文
人
で
、

こ
こ
で
は
彼
の
名
に
仮
託
し
た

（
十
三
）

中
国
明
代
万
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇

〇
）
刊
の
肖
像
入
り
仙
人
伝
記
集
『
有
象
列
仙
全
伝
』（
以
下
、
『
列
仙
全

伝
』
）
九
巻
を
指
す
。
本
書
の
収
録
仙
人
数
は
五
百
八
十
一
名
で
あ
り
、『
列

仙
伝
』
の
約
七
十
名
に
比
し
て
膨
大
で
あ
る

（
十
四
）

。
『
列
仙
全
伝
』
は
江

戸
初
期
に
伝
来
し

（
十
五
）

、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
に
和
刻
本
が
出
版
さ

れ
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
序
文
を
補
刻
し
た
後
印
本
も
あ
り
、
近

世
日
本
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
十
六
）

。
先
行
研
究
は
、

本
書
が
故
事
集
、
画
題
集
成
書
、
日
本
の
仙
人
の
伝
記
集
に
引
用
さ
れ
る

こ
と
を
指
摘
す
る

（
十
七
）

が
、
当
時
の
創
作
、
特
に
小
説
で
の
受
容
は
い
ま
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だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
三
に
は
、
西
王
母
の
発
言
に
以
下
の
よ
う

な
内
容
が
見
ら
れ
る
。

「
む
か
し
❶

巫
炎
。
❷

漢
武
帝
に
❸

渭
橋
に
出
会
。
❹

廿
五
迄
は
な

は
だ
病
身
な
り
し
が
。
仙
道
を
得
て
。
身
体
強
健
気
力
わ
か
き
時
よ

り
荘
に
し
て
。
そ
れ
よ
り
❺

三
十
六
人
の
子
共
を
出
来
し
。
❻

百
三

十
八
歳
に
な
る
と
の
手
形
咄
し
」

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
三
）

巫
炎
は
中
国
漢
代
の
人
物
で
あ
り
、
仙
人
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
伝
記

は
『
列
仙
伝
』
に
は
見
え
な
い
が
、
『
列
仙
全
伝
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い

る
。

❶

巫
炎
、
字
子
都
、
北
海
人
。
❷

漢
武
帝
出
遊

❸

渭
橋

。
見

子

二

一

下

都
頭
上
有

紫
気

、
高
丈
餘

。
帝
召
問
曰
、「
君
年
幾
何
」
。
炎
曰
、

二

一

上

「
臣
今
已
❻

一
百
三
十
八
歳
」
。
帝
問
、
「
有

何
道
術

」
。
炎
曰
、

二

一

「
臣
年
❹

二
十
五
時
、
苦

腰
脊
疼
痛
脚
冷
、
口
中
乾
苦
、
舌
燥
涕

下

出
、
百
節
四
肢
皆
痛
、
足
痺
不

能

久
立

。
得

此
道

以
来
、

上
レ

二

一

二

一

已
百
十
三
年
。
有

子
❺

三
十
六
人

。
身
体
強
健
、
気
力
転
勝

壮

二

一

二

時

」
。

（
『
列
仙
全
伝
』
巻
二
「
巫
炎
」
）

一

『
風
俗
遊
仙
窟
』
と
『
列
仙
全
伝
』
の
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
。
ま
ず
、

傍
線
部
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
人
名
（
❶

「
巫
炎
」
、
❷

「
漢
の
武

帝
」
）
、
場
所
（
❸

「
渭
橋
」
）
が
一
致
す
る
。
ま
た
、
細
部
の
数
字
も
す

べ
て
一
致
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
❹

病
弱
で
あ
っ
た
頃
の
巫
炎
の
年
齢
は

と
も
に
二
十
五
、
❺

子
供
の
人
数
は
と
も
に
三
十
六
人
、
❻

現
在
の
巫
炎

の
年
齢
は
と
も
に
百
三
十
八
歳
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
「
巫
炎
」
の
例
を
含
め
、
中
国
の
仙
人
伝
記
の
要
素
・
表
現
を

利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
表
一
に
ま
と
め
る
。

表
一

『
風
俗
遊
仙
窟
』
と
中
国
の
仙
人
伝
記
と
の
対
応
箇
所

【
凡
例
】

．
表
一
は
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
本
文
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
中
国

1の
仙
人
伝
記
の
本
文
を
示
し
た
。
な
お
、
仙
人
伝
記
の
利
用
は
、
『
風

俗
遊
仙
窟
』
巻
三
の
み
に
確
認
で
き
る
。

．
仙
人
伝
記
の
本
文
の
引
用
は
、
便
宜
的
に
『
列
仙
全
伝
』
に
よ
る
。

2
．
最
下
行
に
『
列
仙
全
伝
』
以
外
の
、
該
当
仙
人
伝
記
を
収
録
し
た

3漢
籍
を
示
す
。
仙
人
伝
記
自
体
が
多
数
の
漢
籍
に
収
録
さ
れ
る
が
、『
風

俗
遊
仙
窟
』
と
細
部
要
素
・
表
現
上
の
一
致
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
以

下
の
基
準
で
該
当
資
料
を
絞
っ
た
。

①
「
妹
」
、
「
麻
姑
神
人
」
の
表
現
を
含
む
も
の
に
限
定
。
②
「
松
江

鱸
」
、「
蜀
薑
」
・
「
蜀
中
生
薑
」
の
表
現
を
含
む
も
の
に
限
定
。
③
「
蘭

麝
之
香
」
、「
数
里
」
の
表
現
を
含
む
も
の
に
限
定
。
④
「
上
天
下
地
」
、

「
男
子
」
の
表
現
を
含
む
も
の
に
限
定
。
⑤
「
不
移
」
、
「
有
三
虫
」

の
表
現
、
桓
景
の
説
話
を
含
む
も
の
に
限
定
。
⑥
「
穆
王
」
、
「
為
大

夫
」
の
表
現
を
含
む
も
の
に
限
定
。
⑦
「
陶
朱
公
」
、「
億
万
」
、「
財
」
、

「
蘭
」
の
表
現
を
含
む
も
の
に
限
定
。
⑧
「
致
竜
蛇
」
、「
入
水
不
濡
」

の
表
現
を
含
む
も
の
に
限
定
。
⑨
「
身
体
強
健
」
、「
気
力
」
の
表
現

を
含
む
も
の
に
限
定
。

以
上
に
挙
げ
た
表
現
に
つ
い
て
、
該
当
本
文
に
傍
線
を
施
し
た
。

．
調
査
対
象
と
す
る
漢
籍
は
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
刊
行
以
前
の
作
品

4に
絞
っ
た
。

※
左
慈
が
松
江
の
鱸
を
釣
り
、
蜀
の
薑
を
出
す
故
事
を
収
録
し
た
漢
籍

は
、
表
一
以
外
に
も
あ
る
が
、
「
『
風
俗
遊
仙
窟
』
と
の
対
応
箇
所
が
二

つ
以
上
あ
る
」
と
い
う
基
準
で
該
当
資
料
を
絞
っ
た
。
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表
一
（
続
き
）
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表
一
で
は
、
仙
人
伝
記
の
本
文
の
引
用
は
『
列
仙
全
伝
』
に
よ
っ
た
が
、

該
当
伝
記
は
そ
れ
ぞ
れ
他
出
が
あ
る
。
た
と
え
ば
表
一
⑦
に
お
け
る
范
蠡

の
該
当
箇
所
は
、
互
い
に
類
似
し
た
本
文

（
十
八
）

が
『
列
仙
全
伝
』
と
『
列

仙
伝
』
の
両
方
に
あ
る
。

ま
た
、
他
出
と
し
て
出
現
頻
度
が
高
い
漢
籍
は
、
明
の
万
暦
三
十
七
年

（
一
六
〇
九
）
刊
の
類
書
『
三
才
図
会
』
百
六
巻
で
あ
る
。
本
書
は
、
日

本
の
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
序
の
百
科
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』（

十
九
）

に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
三
才
図
会
』
に
は
、
『
風
俗
遊
仙

窟
』
と
の
対
応
箇
所
が
五
箇
所
（
表
一
①
②
④
⑤
⑥
）
存
在
す
る
が
、
表

一
③
⑦
⑧
⑨
に
つ
い
て
は
該
当
す
る
箇
所
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
表
一
に
お
け
る
仙
人
伝
記
は
そ
れ
ぞ
れ
他
出
が
あ
り
、

文
言
も
一
致
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
か
ら
一
つ
ず
つ
引
用
さ
れ
て
い
る
可
能

性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
三
に
一
貫
す
る
典
拠

と
し
て
、
九
点
の
該
当
話
を
す
べ
て
含
む
『
列
仙
全
伝
』
が
最
も
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
作
者
は
ど
の
よ
う
に
『
列
仙
全
伝
』
を
利
用
し
た

の
か
。
そ
の
方
法
を
二
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
は
、
本
文

に
仙
人
名
が
あ
り
、
そ
の
仙
人
の
情
報
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
述
べ
る
際
に
、

『
列
仙
全
伝
』
の
該
当
仙
人
の
項
目
の
記
述
を
用
い
る
場
合
で
あ
る
（
表

一
①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑨
）
。
そ
の
二
は
、
仙
人
名
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
直
接
関

わ
ら
な
い
部
分
の
表
現
を
『
列
仙
全
伝
』
か
ら
借
り
る
場
合
で
あ
る
（
表

一
③
⑧

（
二
十
）

）
。
後
者
は
、
作
者
が
『
列
仙
全
伝
』
を
読
み
込
ん
で
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
節
で
は
、『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
複
数
の
部
分
が
、『
列
仙
全
伝
』

に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。
次
に
、
同
書
の
利
用
を
踏

ま
え
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
異
郷
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三

仙
人
社
会
法
則
の
構
築

―
仙
人
伝
記
に
お
け
る
情
報
の

応
用

江
戸
時
代
以
前
の
仙
境
訪
問
譚
は
、
仙
境
訪
問
に
関
係
す
る
一
、
二
名

の
少
人
数
の
仙
人
を
描
く
も
の
が
多
い
（
軍
記
『
曽
我
物
語
』
「
費
長
房

が
事
」
、
謡
曲
「
楊
貴
妃
」
、
御
伽
草
子
『
す
ゑ
ひ
ろ
物
語
』
な
ど
多
数
）
。

『
風
俗
遊
仙
窟
』
は
そ
れ
ら
と
異
な
り
、
作
中
に
数
多
く
の
仙
人
を
登
場

さ
せ
る
。
仙
人
ら
は
久
米
仙
人
が
設
け
た
宴
に
出
席
し
た
り
、
久
米
仙
人

が
死
ん
だ
後
、
葬
送
の
準
備
を
し
た
り
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
書
に
お

い
て
は
仙
人
の
社
会
が
創
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
従
来
の
日
本
の
仙

境
訪
問
譚
に
見
ら
れ
な
い
本
作
の
特
徴
で
あ
る
。
本
書
の
仙
人
社
会
に
は
、

一
定
の
規
則
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
ま
ず
東
王
公
、
西
王
母
の
登
場
場
面
か
ら
窺
え
る
。
両
者
が

宴
会
に
登
場
す
る
際
、
諸
仙
は
、

す
は
や
東
王
公
。
西
王
母
の
来
臨
あ
る
は
と
。
一
座
の
諸
仙
肝
を
消
し

以
の
外
に
周
章
し
。
俄
に
威
儀
を
整
。
手
を
拱
て
拝
す
れ
ば
。
着
二

青
裙

た
る
老
人
。
左
右
に
侍
衛
の
諸
仙
列
を
ひ
き
。
又
容
貌
美
麗

一

の
仙
女
。
錦
衣
銹
裳
あ
た
り
も
耀
よ
そ
ほ
ひ
に
て
。
五
人
の
侍
女
を

前
後
に
し
た
が
へ
庭
前
に
降
臨
あ
れ
ば
。
諸
仙
一
度
に
頭
を
下
げ
。

土
に
鼻
を
す
り
付
る
。
時
に
あ
る
じ
の
久
米
仙
進
み
出
て
。
「
か
ゝ

る
破
屋
へ
は
る
〴
〵
の
御
光
臨
。
お
も
ひ
が
け
な
き
仕
合
あ
り
が
た

し
」
と
感
涙
を
な
が
せ
ば
。

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
三
）

と
あ
る
よ
う
に
、
東
王
公
、
西
王
母
に
対
し
て
恭
し
い
態
度
を
取
っ
て
お

り
、
両
者
を
仙
人
社
会
の
権
力
者
と
し
て
見
て
い
る
。
右
の
場
面
に
続
く

両
者
の
発
言
、
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其
時
両
仙
曰
く
。
「
わ
れ
ら
は
る
〴
〵
此
国
に
至
る
事
全
よ
の
儀
に

あ
ら
ず
。
世
澆
季
に
及
。
仙
室
の
掟
猥
が
は
し
く
。
皆
々
酒
食
に
耽
。

淫
欲
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
し
。
太
上
老
君
の
教
を
背
き
〈
太
上
老
君
ハ

老
子
ナ
リ
〉
己
々
が
見
識
を
立
。
術
を
以
て
楽
と
し
。
仙
道
を
慰
と

覚
へ
た
る
族
多
し
。
凡
修

仙
者
。
黄
帝
老
子
を
祖
と
し
。
上

天

レ

レ

下

地
男
子
登
仙
得
道
の
者
は
。
先
木
公
を
拝
し
〈
東
王
公
ナ
リ
〉。

レ
女
子
の
登
仙
す
る
も
の
は
。
金
母
を
拝
す
〈
西
王
母
ナ
リ
〉
。
し
か

る
に
近
世
は
そ
の
沙
汰
み
だ
り
に
。
面
々
の
弟
子
筋
を
こ
し
ら
へ
。

奴
婢
の
ご
と
く
に
召
使
ひ
。
剰
門
弟
入
と
号
し
て
。
一
ッ
角
の
肴
代

を
出
さ
せ
。
そ
の
ほ
か
五
節
句
の
祝
儀
を
と
り
。
賄
賂
に
耽
て
は
未

熟
の
も
の
に
も
秘
密
の
丹
法
を
教
へ
（
後
略
）
」

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
三
）

で
は
、
仙
を
修
す
る
者
が
黄
帝
老
子
を
祖
と
す
る
こ
と
、
男
子
の
登
仙
者

が
ま
ず
木
公
（
東
王
公
）
を
拝
し
、
女
子
の
登
仙
者
が
金
母
（
西
王
母
）

を
拝
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

ま
た
、
両
仙
の
台
詞
の
末
尾
近
く
に
見
え
る
、

「
不

見
や
久
米
仙
。
わ
づ
か
の
好
色
よ
り
。
浮
雲
に
蹶
病
仙
と
な

レ

り
た
る
は
。
後
車
の
い
ま
し
め
な
ら
ず
や
。
そ
の
う
へ
き
け
ば
太
上

老
君
へ
願
書
を
も
不

差
出

。
み
だ
り
に
俗
人
を
よ
び
い
れ
養
子

二

一

あ
わ
せ
の
相
談
。
旁
以
不
届
の
至
也
。
ま
た
久
米
姫
も
。
父
の
命
と

は
い
ひ
な
が
ら
。
西
王
母
へ
一
ト

通
り
の
届
も
な
く
。
俗
間
に
嫁
す

る
こ
と
。
其
罪
、
遁
る
べ
き
所
な
し
。
向
後
は
仙
女
の
中
ケ
間
。
帳

面
は
づ
れ
成
べ
し
」

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
三
）

で
は
、
太
上
老
君
（
老
子
）
へ
願
書
を
提
出
せ
ず
に
俗
人
を
呼
び
入
れ
た

久
米
仙
人
と
、
西
王
母
に
届
け
を
出
さ
ず
に
俗
人
と
結
婚
し
た
久
米
姫
が

咎
め
ら
れ
、
久
米
姫
は
仙
人
仲
間
か
ら
排
除
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
巻
四
の
地
の
文
、

文
生
仙
人
の
譲
は
受
な
が
ら
。
い
ま
だ
東
王
公
へ
。
継
目
の
御
礼
沙

汰
も
な
く
。
ま
た
久
米
姫
も
西
王
母
の
咎
を
う
け
。
夫
婦
共
に
天
竺

浪
人
の
身
と
な
り
。

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
四
）

で
は
、
文
生
は
久
米
仙
人
の
後
継
者
と
な
っ
た
も
の
の
、
東
王
公
へ
「
継

目
の
御
礼
沙
汰
も
な
」
い
状
態
で
あ
り
、
久
米
姫
も
西
王
母
の
咎
め
を
受

け
た
た
め
に
、
夫
婦
が
流
浪
の
身
と
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

以
上
の
傍
線
部
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
仙
人
社
会

の
描
写
に
は
、
男
仙
と
女
仙
が
そ
れ
ぞ
れ
東
王
公
、
西
王
母
の
管
轄
下
に

あ
る
と
し
て
区
別
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
趣
向
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
仙
人
伝
記
の
記
述
に
由
来
す

る
と
思
わ
れ
る
。
引
き
続
き
『
列
仙
全
伝
』
を
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

『
列
仙
全
伝
』
「
木
公
」
に
は
、

木
公
、
諱
倪
、
字
君
明
。（
中
略
）
亦
号

東
王
公

。
凡
上

天
下

二

一

レ

レ

地
男
子
登
仙
得
道
者
、
悉
所

掌
焉
。
嘗
以

丁
卯
日

登

台
、
観

レ

二

一

レ

望

転
劫
学
道
得
仙
之
品

。
品
有

九
。
（
中
略
）
凡
品
仙
昇
天
之

二

一

レ

日
、
先
拝

木
公

、
後
謁

金
母

。
受

事
既
畢
、
方
得

昇

九

二

一

二

一

レ

レ

二

天

、
入

三
清

、
礼

太
上

而
観

元
始

。

一

二

一

二

一

二

一

（
『
列
仙
全
伝
』
巻
一
「
木
公
」
）

と
あ
り
、
男
子
の
登
仙
者
を
東
王
公
が
掌
る
こ
と
、
仙
人
が
昇
天
の
日
、

ま
ず
木
公
（
東
王
公
）
を
拝
し
、
後
に
金
母
（
西
王
母
）
に
謁
し
、
そ
れ

を
終
え
る
と
九
天
に
昇
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
文

生
が
東
王
公
へ
「
継
目
の
御
礼
沙
汰
も
な
」
い
と
の
記
述
は
、
こ
の
記
述

に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
列
仙
全
伝
』
「
西
王
母
」
で
は
、

西
王
母
、
即
亀
台
金
母
也
。
（
中
略
）
凡
上

天
下

地
女
子
之
登
仙

レ

レ
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得
道
者
、
咸
所

隷
焉
。

（
『
列
仙
全
伝
』
巻
一
「
西
王
母
」
）

レ

と
、
女
子
の
登
仙
者
が
西
王
母
の
支
配
に
属
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
列
仙
全
伝
』
の
記
述
で
は
、
男
仙
と
女
仙
の
管
理
が

分
か
れ
て
い
る
こ
と
、東
王
公
と
西
王
母
が
仙
人
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
、

仙
界
で
は
秩
序
礼
儀
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
仙
界
の
規
則
に
関
す
る
記
述
は
他
文
献
に
も
見
ら
れ
る

（
二
十
一
）

が
、
対

応
箇
所
の
数
や
表
現
上
の
一
致
か
ら
考
え
る
と
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
最

も
近
い
の
は
『
列
仙
全
伝
』
で
あ
る
。
他
の
箇
所
の
利
用
状
況
を
も
勘
案

す
れ
ば
、
『
列
仙
全
伝
』
を
利
用
し
た
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
作
者
は
、
仙
人
伝
記
に
お
け
る
記
述
を
本
書
の
仙

人
社
会
に
応
用
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
仙
人
ら
を
叱
る
役
と
し

て
東
王
公
と
西
王
母
を
登
場
さ
せ
、
西
王
母
に
届
け
を
出
さ
ず
俗
間
に
嫁

し
た
不
届
き
な
久
米
姫
を
仙
人
仲
間
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
筋
書
き
を
採

用
し
た
。

以
上
に
取
り
上
げ
た
巻
三
の
東
王
公
、
西
王
母
に
関
す
る
場
面
は
、
巻

四
に
お
い
て
、

こ
と
に
東
王
公
西
王
母
の
咎
め
を
受
。
大
に
気
を
鬱
何
と
な
く
頽
折
。

い
ま
は
仙
薬
施
す
に
験
な
く
。
終
に
む
な
し
く
成
ぬ
れ
ば
。
高
祖
長

楽
宮
に
崩
じ
。
孔
明
疇
筆
駅
に
卒
せ
る
ご
と
く
。
一
家
の
柱
礎
忽
砕

け
。
姫
文
生
の
。
か
な
し
び
譬
る
に
も
の
な
し
。
角
て
有
べ
き
こ
と

な
ら
ね
ば
。
頓
て
遺
骸
を
送
葬
す
べ
し
と
て
。

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
四
）

の
よ
う
に
久
米
仙
人
の
死
と
直
接
に
結
び
つ
き
、
諸
仙
が
久
米
仙
人
の
葬

礼
を
準
備
す
る
場
面
や
、
巻
四
の
過
半
を
占
め
る
「
釈
迦
如
来
の
御
触
書
」
、

「
祭
久
米
老
仙
君
文
」
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。
何
よ
り
、
東
王
公
と
西
王

母
の
咎
め
は
、
文
生
夫
婦
が
俗
界
に
帰
る
結
末
の
端
緒
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
示
し
た
よ
う
に
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
作
者
は
、
仙
人
伝
記

の
文
言
を
部
分
的
に
利
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
仙
人
伝
記
か
ら
読
み
取

っ
た
仙
界
の
規
則
を
、
本
書
の
仙
界
に
応
用
し
、
仙
人
社
会
の
有
り
様
を

描
き
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
創
出
し
た
仙
人
社
会
が
、
作

品
の
展
開
の
基
礎
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

四

仙
境
を
出
る
内
的
要
因
の
設
定

―
作
者
の
思
想
的
立
場

の
反
映

文
生
夫
婦
が
仙
境
を
出
る
と
い
う
筋
立
て
に
お
い
て
、
『
列
仙
全
伝
』

に
基
づ
く
仙
人
社
会
法
則
の
構
築
は
そ
の
外
的
要
因
を
な
す
。
一
方
、
こ

の
結
末
に
つ
い
て
、
本
作
に
は
文
生
夫
婦
の
内
的
要
因
も
描
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
本
書
の
巻
四
に
お
け
る
久
米
姫
と
文
生
の
会
話
が
注
目

さ
れ
る
。

東
王
公
、
西
王
母
か
ら
罰
を
受
け
、
夫
婦
は
共
に
天
竺
浪
人
の
身
と
な

っ
た
が
、
修
行
を
し
て
再
び
仙
人
に
な
る
こ
と
は
、
ま
だ
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
久
米
姫
は
、
文
生
に
向
か
っ
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

姫
文
生
に
む
か
ひ
て
。
「
凡
女
子
家
に
在
て
は
父
に
し
た
が
ひ
。
人

に
嫁
し
て
は
。
夫
に
従
ふ
な
ら
は
し
珍
し
か
ら
ず
。
い
ま
文
生
の
あ

り
さ
ま
。
ま
つ
た
く
仙
人
の
中
ヶ
間
と
も
み
へ
ず
。
う
か
〳
〵
と
し

て
暮
す
う
ち
。
つ
ゐ
老
ら
く
の
入
相
ど
き
に
い
た
り
て
は
。
悔
と
も

何
の
益
あ
ら
ん
。
仮
令
此
の
ち
ふ
た
り
と
も
。
仙
術
を
修
す
る
と
も
。

修
行
体
な
れ
ば
。
一
入
仙
家
の
掟
を
守
り
。
五
穀
魚
肉
を
断
物
に
し
。

夫
婦
と
い
ふ
も
名
斗
の
木
食
坊
も
な
ら
ぬ
所
作
。
髪
は
荊
蕀
を
か
き

乱
し
。
花
の
露
冠
貞
香
の
匂
ひ
に
う
と
く
。
身
に
は
木
の
は
の
綴
衣

着
て
。
千
年
生
て
も
何
か
せ
ん
。
い
つ
そ
人
間
に
謫
居
し
て
。
夫
婦
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偕
老
同
穴
の
契
り
く
ち
せ
ず
。
世
の
月
花
も
お
も
し
ろ
く
。
詠
ん
に

は
し
か
じ
。
人
間
界
の
楽
の
。
短
と
て
も
五
十
年
に
は
足
り
ぬ
べ
し
。

牝
鶏
の
晨
と
や
ら
ん
出
過
た
や
う
に
候
へ
ど
。
は
や
お
も
ひ
立
給
へ
」

と
。

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
四
）

久
米
姫
は
、
夫
婦
の
契
り
、
飲
食
、
衣
服
、
雑
品
の
こ
と
を
挙
げ
、
千

年
の
長
寿
を
得
る
こ
と
よ
り
も
、
五
十
年
の
人
間
界
で
の
生
活
を
選
び
た

い
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
傍
線
部
の
「
凡
女
子
家
に
在
て
は

父
に
し
た
が
ひ
。
人
に
嫁
し
て
は
。
夫
に
従
ふ
な
ら
は
し
珍
し
か
ら
ず
」

は
、
「
在

家
従

父
、
出

嫁
従

夫
」
（
『
儀
礼
』
「
喪
服
第
十
一
」
）
と

レ

レ

レ

レ

い
う
儒
教
道
徳
に
よ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

右
の
こ
と
を
聞
き
、
文
生
は
非
常
に
悦
び
、

「
わ
れ
ら
は
元
来
故
郷
へ
帰
ら
ん
事
を
お
も
へ
ど
も
。
姫
の
心
を
は

か
り
か
ね
。
今
ま
で
こ
と
ば
を
の
こ
し
た
り
。
過
て
は
改
に
憚
事
な

か
れ
と
い
へ
り
。
凡
神
儒
の
道
に
は
づ
れ
。
一
風
か
は
り
し
を
し
へ

か
け
。
皆
方
外
の
異
端
な
り
。
人
道
を
尽
す
が
。
天
地
の
間
に
住
業

に
て
父
母
へ
の
孝
行
。
五
倫
の
う
ち
に
も
わ
け
て
。
夫
婦
の
和
愛
は
。

子
孫
相
続
の
為
に
し
て
。
関
々
た
る
雎
鳩
の
河
の
洲
に
。
和
ぎ
鳴
け

る
を
。
夫
婦
中
の
よ
き
に
譬
へ
て
。
聖
人
も
讃
給
ひ
ぬ
。
三
年
父
の

道
を
あ
ら
た
め
ぬ
を
。
孝
と
い
へ
ど
も
ま
た
後
な
き
を
。
不
孝
の
第

一
と
も
見
へ
た
れ
ば
。
我
々
子
孫
相
続
し
。
先
祖
の
祭
祠
を
重
く
せ

ば
。
却
て
今
の
権
道
な
る
べ
し
。
い
ざ
や
も
ろ
と
も
立
出
ん
」
と
。

仙
郷
を
ぬ
け
出
て
。

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
巻
四
）

の
よ
う
に
、
元
来
故
郷
へ
帰
り
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
神
道
・
儒
教

か
ら
外
れ
た
教
は
み
な
異
端
で
あ
る
こ
と
、
人
間
界
で
子
孫
を
設
け
、
先

祖
の
祭
祠
を
重
ん
じ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
、
夫
婦
と
も
に
人
間
界
に
帰
る

こ
と
に
し
た
。

傍
線
部
の
「
関
々
た
る
雎
鳩
の
河
の
洲
に
」
の
詩
は
、
『
詩
経
』
の
第

一
篇
で
あ
り
、
孔
子
に
「
楽
而
不

淫
、
哀
而
不

傷
」
（
『
論
語
』
「
八
佾

レ

レ

第
三
」
）
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
。
続
く
「
三
年
父
の
道
を
あ
ら
た
め
ぬ

を
。
孝
と
い
へ
ど
も
」
は
、
「
子
曰
、
三
年
無

改

於
父
之
道

、
可

レ

二

一

レ

謂

孝
矣
」
（
『
論
語
』
「
里
仁
第
四
」
）
を
指
す
。
「
ま
た
後
な
き
を
。
不

レ
孝
の
第
一
と
も
見
へ
た
れ
ば
」
は
、「
不
孝
有

三
、
無

後
為

大
」（
『
孟

レ

レ

レ

子
』
「
離
婁
章
句
上
」
）
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
生
は
、
子
孫
を
絶
や

す
の
が
最
も
大
き
な
不
孝
で
あ
る
た
め
、
喪
中
に
父
の
道
（
修
仙
の
道
）

を
改
め
る
こ
と
が
、
「
子
孫
相
続
」
の
目
的
を
達
成
す
る
に
必
要
な
手
段

で
あ
り
、
結
果
か
ら
見
て
正
道
に
か
な
っ
て
い
る
、
と
の
旨
を
述
べ
て
い

る
。こ

こ
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
仙
境
に
比
べ
、

人
間
界
を
好
ま
し
い
も
の
と
捉
え
る
考
え
方
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
二
人

が
儒
教
で
の
聖
人
の
教
え
を
引
き
合
い
に
出
し
て
仙
境
を
出
る
正
当
性
を

説
く
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
久
米
姫
の
仙
境
と
俗
界
の
楽
し
み
や
優
劣
に
関
す
る
言
論
は
、

一
般
的
な
認
識
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
一
般
的
な
認
識
と
し
て
、
た

と
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
る
仙
境
訪
問
譚
の
「
劉
阮
天
台
」
説
話
に
も
、
人

間
界
の
楽
し
み
に
関
す
る
仙
女
の
文
言
が
あ
る
。

続
斉
諧
記
。
漢
明
帝
時
、
永
平
十
五
年
。
剡
県
有

劉
晨
阮
肇

、

二

一

入

天
台
山

採

薬
。
迷
失

道
路

。
糧
食
乏
尽
。
望

山
頭

有

二

一

レ

二

一

二

一

二

一
桃
樹

。
（
中
略
）
又
度

一
山

、
出

大
渓

。
見

二
女
顔
容

一

二

一

二

一

二

絶
妙

。
（
中
略
）
又
行

夫
婦
之
道

。
住
十
五
日
。
求

還
。
女

一

二

一

レ

答
曰
、「
今
来
至

此
、
皆
是
宿
福
所

招
、
得

與

仙
女

交
接

。

レ

レ

下

二

一

上

流
俗
何
所

楽
」
。
遂
住
半
年
。
天
気
和
適
、
常
如

二
三
月
中

。

レ

二

一

百
鳥
哀
鳴
、
能
不

悲
思

。
求

去
甚
切
。
女
云
、「
罪
根
未

滅
、

二

一

レ

レ
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使

君
等

如

此
」
。
更
喚

諸
仙
女

作

弦
歌

、
共
送

劉
阮

。

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

従

此
山
東
洞
口

去
不

遠
至

大
道

。
随

其
言

、
果
得

還

二

一

レ

二

一

二

一

三

二

家
郷

。
都
無

相
識

。
郷
里
怪
異
。
乃
験

七
世
子
孫

。
云
、「
伝

一

二

一

二

一

聞
上
世
祖
翁
入

山
不

出
、
不

知

所
在

」
。
今
乃
是
既
無

親

レ

レ

レ

二

一

二

属
栖
宿

、
欲

還

女
家

。
尋

山
路

不

獲
。
至

太
康
八
年

、

一

レ

二

一

二

一

レ

二

一

失

二
公
所
在

。

（
応
安
頃
刊
五
山
版
『
蒙
求
』
中
巻
）

二

一

劉
晨
、
阮
肇
の
二
人
が
仙
境
に
入
り
、
仙
女
と
契
る
が
、
帰
郷
を
願
う
。

仙
女
は
、
二
人
に
対
し
て
、
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
宿
福
に
よ

る
も
の
だ
と
述
べ
、
俗
世
に
何
の
楽
し
み
が
あ
ろ
う
か
（
楽
し
み
は
な
い
）

と
勧
告
す
る
。
こ
の
場
面
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
仙
境
は
、
俗
世
の

人
間
の
憧
れ
の
対
象
と
な
る
、
理
想
的
な
世
界
と
視
さ
れ
て
い
る
。
劉
晨
、

阮
肇
が
そ
の
後
、
一
度
故
郷
に
帰
る
も
の
の
、
再
び
仙
境
に
戻
ろ
う
と
す

る
こ
と
も
、
そ
の
傍
証
と
な
り
う
る
。

な
お
、
仙
境
訪
問
譚
で
は
な
い
が
、
仙
人
が
人
間
界
に
赴
く
類
話
が
存

在
す
る
。
た
と
え
ば
新
間
一
美
「
白
居
易
の
長
恨
歌

―
日
本
に
お
け
る

受
容
に
関
連
し
て
」（

二
十
二
）

に
よ
る
と
、
日
本
で
流
布
し
た
「
長
恨
歌
」
に

付
さ
れ
る
序
文
、
鎌
倉
時
代
頃
成
立
の
「
長
恨
歌
序
」
に
は
、
楊
貴
妃
は

元
々
仙
人
で
あ
る
が
、
唐
玄
宗
と
の
恩
愛
の
た
め
、
下
界
に
謫
居
し
て
、

夫
婦
と
な
っ
た
と
い
う
内
容
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
楊
貴
妃
説
話
に
お

い
て
、
仙
人
が
人
間
界
に
居
留
す
る
要
因
は
、
男
女
の
愛
情
で
あ
る
。『
風

俗
遊
仙
窟
』
と
楊
貴
妃
説
話
の
両
者
に
は
、
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、
相

違
点
も
あ
る
。
久
米
姫
は
仙
家
の
掟
を
批
判
的
に
捉
え
て
お
り
、
飲
食
、

衣
服
、
雑
品
の
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
男
女
の
愛

情
と
い
う
一
面
の
み
な
ら
ず
、
仙
境
で
の
生
活
全
般
に
お
け
る
き
ま
り
が
、

仙
境
を
出
る
要
因
と
な
る
点
が
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
特
徴
的
な
点
で
あ

る
。

次
に
、
儒
教
的
な
論
理
に
基
づ
く
帰
郷
理
由
も
、
あ
ま
り
一
般
的
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
判
断
す
る
に
は
、
同
じ
話
型
の

作
品
の
帰
郷
理
由
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

『
風
俗
遊
仙
窟
』
刊
行
以
前
の
日
本
中
世
期
、
近
世
期
に
お
け
る
仙
境

訪
問
譚
で
は
、
仙
境
と
俗
界
の
優
劣
や
主
人
公
の
去
留
問
題
、
帰
郷
原
因

に
関
す
る
様
相
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
仙
境
訪
問
譚
の
数

が
少
な
い
た
め
、
調
査
範
囲
を
竜
宮
、
鬼
国
な
ど
の
異
郷
全
般
に
ま
で
拡

大
し
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
と
同
様
に
「
男
性
の
人
間
が
異
郷
に
入
り
、
美

女
と
契
る
」
構
想
を
持
つ
作
品
、
つ
ま
り
婚
姻
要
素
を
有
す
る
異
郷
訪
問

譚
を
確
認
し
た
。
な
お
、
婚
姻
と
の
要
件
を
設
け
る
理
由
は
、
異
郷
に
入

っ
た
だ
け
の
も
の
と
異
な
り
、
婚
姻
と
い
う
絆
で
主
人
公
が
異
郷
に
残
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、去
留
の
問
題
が
自
然
に
生
じ
て
く
る
た
め
で
あ
る
。

確
認
対
象
に
つ
い
て
、
前
掲
拙
稿
に
ま
と
め
た
異
郷
訪
問
譚
を
有
す
る

仮
名
草
子
（
作
品
十
四
点
、
二
十
二
話
）
、
浮
世
草
子
（
作
品
三
十
二
点
、

五
十
二
話
）
に
加
え
、
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
事
典
』（

二
十
三
）

所
収
の
作

品
も
対
象
と
し
た
。
『
風
俗
遊
仙
窟
』
刊
行
以
前
の
中
世
、
近
世
の
あ
ら

ゆ
る
異
郷
訪
問
譚
を
網
羅
し
た
調
査
で
は
な
い
が
、
大
ま
か
な
傾
向
を
把

握
す
る
上
で
は
有
効
で
あ
ろ
う
。

調
査
方
法
に
つ
い
て
、
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
は
前
掲
拙
稿
に
ま
と
め

た
該
当
話
の
本
文
を
通
読
し
、
御
伽
草
子
は
事
典
を
参
照
し
て
異
郷
訪
問

譚
を
特
定
し
、
本
文
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
を
表
二
、
表
三
に
ま
と
め

た
。
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表
二

御
伽
草
子
に
お
け
る
婚
姻
要
素
を
有
す
る
異
郷
訪
問
譚

【
凡
例
】

．
作
品
は
可
能
な
限
り
成
立
順
に
配
列
し
た
が
、
成
立
年
代
の
推
定
範
囲
が
広
い
も
の
が
多
い
た
め
、
前
後
す
る
場
合
が
あ
る
。

1
．「
●
」
は
、
そ
の
要
素
が
作
品
に
見
え
る
こ
と
を
示
す
（
以
下
同
様
）。

2
．
『
室
町
時
代
物
語
集
』
を
『
物
語
集
』
、
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
を
『
大
成
』
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
を
『
大
系
』
、
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
を
『
幸

3若
』、
『
西
ベ
ル
リ
ン
本
お
伽
草
子
絵
巻
集
と
研
究
』
を
『
西
ベ
ル
リ
ン
本
』
と
略
称
す
る
。
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表
三

仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
に
お
け
る
婚
姻
要
素
を
有
す
る
異
郷
訪
問
譚

【
凡
例
】

．
『
仮
名
草
子
集
成
』
を
『
仮
名
』
、
『
西
村
本
小
説
全
集
』
を
『
西
村
』
、
『
叢
書
江
戸
文
庫
』
を
『
叢
書
』
、
『
八
文
字
屋
本
全
集
』
を
『
八
』
、
玉
川

1大
学
教
育
学
術
情
報
図
書
館
蔵
寛
保
三
年
刊
本
を
「
玉
川
大
学
蔵
本
」
と
略
称
す
る
。
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表
二
、
表
三
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
異
郷
に
入
っ
た
主
人
公
が
、
異
郷

の
美
女
と
契
っ
た
も
の
の
、
人
間
界
に
「
帰
る
」
結
末
を
持
つ
作
品
は
、

「
一
旦
帰
る
が
、
異
郷
に
戻
る
」
や
「
残
る
」
結
末
を
持
つ
作
品
に
比
べ

多
い
。

た
だ
し
、
主
人
公
が
人
間
界
に
帰
る
意
思
を
持
つ
か
ど
う
か
、
ま
た
、

帰
る
原
因
に
つ
い
て
は
、
御
伽
草
子
と
、
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
と
は
、

異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

ま
ず
、
御
伽
草
子
（
表
二
）
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
帰
る
か
一
旦
帰
る

か
に
関
わ
ら
ず
、
帰
る
行
為
が
主
人
公
の
意
思
に
よ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ

る
。
帰
る
原
因
と
し
て
、
竜
宮
を
恐
ろ
し
く
思
う
一
例
（
表
二
④
）
は
存

在
す
る
が
、
比
較
的
多
い
の
は
望
郷
の
念
に
よ
る
例
（
表
二
①
③
⑥
⑦
）

で
あ
る
。
望
郷
の
念
は
、
人
間
界
を
異
郷
よ
り
優
れ
た
も
の
と
見
な
し
て

の
も
の
で
は
な
く
、
故
郷
の
家
族
へ
の
思
い
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
作
品
本
文
に
お
け
る
「
ふ
る
さ
と
の
春
日
の
姫
の
、
夢
に
見
え
て

候
と
の
た
ま
へ
ば
」（
表
二
①
）
、「
父
母
の
御
事
を
心
も
と
な
く
候
へ
ば
、

あ
ひ
奉
り
て
、
心
や
す
く
参
り
候
は
ん
」
（
表
二
③
）
、
「
わ
れ
、
こ
の
せ

か
い
に
き
た
り
つ
ゝ
、
む
上
の
た
の
し
み
を
き
は
む
と
い
へ
ど
も
、
こ
き

や
う
に
お
は
し
ま
す
、
ち
ゝ
は
ゝ
の
御
事
、
お
ぼ
つ
か
な
く
、
お
も
へ
ば
」

（
表
二
⑥
）
、「
い
ま
一
た
び
、
か
へ
り
て
、
お
ひ
た
る
母
、
い
と
け
な
き
、

こ
ど
も
な
ど
に
、
あ
ふ
て
、
よ
く
〳
〵
、
い
と
ま
ご
い
し
て
、
又
こ
そ
、

ま
い
り
侍
ら
め
と
、
申
け
れ
ば
」
（
表
二
⑦
）
か
ら
判
断
で
き
る
。

一
方
、
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
（
表
三
）
に
つ
い
て
は
、
主
人
公
が
元

の
世
界
に
帰
る
意
思
を
持
つ
作
品
は
少
な
い
。
帰
る
原
因
は
多
様
だ
が
、

異
郷
の
人
物
に
帰
郷
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
（
表
三
②
④
⑤
）
、
救
い
出
さ

れ
た
た
め
（
表
三
④
）
、
処
刑
を
受
け
て
夢
が
覚
め
た
た
め
（
表
三
⑥
）

な
ど
、
外
的
要
因
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
に
は
、
主
人
公
が
元
の
生

活
に
比
し
て
異
郷
で
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
可
能
性
が
窺
え
る
。

以
上
よ
り
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
い
て
、
人
間
界
で
の
生
活
を
仙
境

で
の
そ
れ
よ
り
も
好
ま
し
い
も
の
と
捉
え
、
儒
教
的
な
論
理
を
引
き
合
い

に
出
す
こ
と
で
帰
郷
の
理
由
と
す
る
こ
と
は
、
先
行
す
る
異
郷
訪
問
譚
と

は
異
な
り
、
本
作
の
特
徴
と
言
え
る
。

こ
の
現
象
に
つ
い
て
、
中
国
の
神
仙
説
話
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、『
列

仙
全
伝
』
を
含
む
中
国
神
仙
説
話
に
見
ら
れ
る
の
は
、
儒
教
道
徳
を
守
る

こ
と
で
成
仙
す
る

（
二
十
四
）

と
い
う
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
と
は
正
反
対
の
例
で

あ
る
。

『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
主
人
公
が
儒
教
の
倫
理
道
徳
を
理
由
に
仙
境
を
出

る
（
ま
た
は
仙
人
に
な
る
こ
と
を
断
念
す
る
）
と
い
う
構
想
は
、
作
者
の

思
想
的
立
場
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
作
者
克
斎
は
、
自
跋
に
お
い
て
、

夫
神
仙
の
為

術
也
。
以

怪
異

欺

暗
。
以

幻
誑

俗
。
今
も
賤

レ

二

一

レ

レ

レ

丈
夫
が
。
飲

剣
梯
子
を
鼻
頭
に
立
る
類
に
し
て
。
漢
王
唐
帝
。
千

レ

歳
の
笑
ひ
を
。
残
さ
れ
し
物
語
と
か
や
。

（
『
風
俗
遊
仙
窟
』
跋
）

の
よ
う
に
、
神
仙
の
術
が
、
愚
か
な
俗
人
を
誑
か
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ

る
。
黒
羊
子
に
よ
る
序
文
の
記
述
と
は
必
ず
し
も
整
合
し
な
い
が
、
作
者

の
態
度
を
考
え
る
上
で
見
逃
し
難
い
記
述
で
あ
る
。

ま
た
、
克
斎
著
『
蛙
の
物
真
似
』
に
も
、

我
国
の
神
道
、
も
ろ
こ
し
の
儒
道
に
は
づ
れ
た
る
教
は
。
釈
尊
、
達

磨
、
老
子
、
荘
子
、
列
子
、
楊
墨
子
の
類
ま
で
。
逸
狂
偏
辟
に
し
て
。

（
『
蛙
の
物
真
似
』
巻
二
）

の
よ
う
に
、
諸
教
に
関
す
る
論
述
が
あ
る
。
傍
線
部
に
お
け
る
老
子
、
荘

子
、
列
子
、
楊
子
の
部
分
は
道
家
に
該
当
す
る
。
こ
の
部
分
は
道
家
の
批

判
で
あ
り
、
神
仙
思
想
の
み
を
対
象
と
し
た
論
述
で
は
な
い
が
、
前
掲
『
風
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俗
遊
仙
窟
』
巻
三
の
西
王
母
の
発
言
に
、
「
凡
修

仙
者
。
黄
帝
老
子
を

レ

祖
と
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
者
は
老
子
を
神
仙
道
教
の
始
祖
と
捉
え
て

い
る
。
克
斎
が
老
子
・
荘
子
・
列
子
な
ど
の
教
え
を
、
日
本
の
神
道
、
中

国
の
儒
教
か
ら
外
れ
た
も
の
と
し
て
挙
げ
、
批
判
対
象
と
し
た
こ
と
は
注

意
さ
れ
る
。

神
儒
を
重
ん
じ
る
克
斎
の
考
え
は
、
日
本
の
人
間
界
を
仙
境
よ
り
好
ま

し
い
も
の
と
考
え
る
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
記
述
と
軌
を
一
に
す
る
。
作

者
が
成
仙
譚
の
類
型
と
反
対
の
独
自
の
結
末
を
設
定
し
た
の
は
、
こ
の
よ

う
な
思
想
的
立
場
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
克
斎
は
素
材

を
無
批
判
に
利
用
し
た
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
主
張
を
効
果
的
に
示
す
た

め
に
取
捨
選
択
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
儒
教
要
素
の
あ

る
成
仙
譚
を
利
用
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
察
知
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
主
人
公
が
俗
界
に
帰
る
原
因
に
つ

い
て
、
西
王
母
の
咎
め
と
い
う
外
的
要
因
を
設
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

作
者
は
、
殊
更
に
主
人
公
の
内
的
要
因
が
結
末
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に

工
夫
し
て
書
い
て
い
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
作
者
は
「
我
国
の
神
道
、
も

ろ
こ
し
の
儒
道
」
を
重
視
す
べ
き
と
の
主
張
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
か
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
は
、
異
郷
を
出
る
主
人
公

の
内
的
要
因
が
、日
本
に
お
け
る
同
型
の
異
郷
訪
問
譚
と
異
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
、
仙
境
を
否
定
し
、
儒
教
を
肯
定
す
る
作
者
の
主
張
が
作
用
し

て
い
る
。
仙
境
訪
問
譚
で
儒
教
を
主
張
す
る
と
い
う
創
作
姿
勢
や
、
批
判

す
べ
き
思
想
に
基
づ
く
書
物
を
構
想
上
も
表
現
上
も
広
く
利
用
し
な
が
ら

批
判
す
る
、
と
い
う
典
拠
の
利
用
方
法
は
、
本
作
の
特
色
で
あ
る
。
『
風

俗
遊
仙
窟
』
を
通
じ
て
、
異
郷
訪
問
譚
の
一
変
化
が
見
ら
れ
る
。

五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
仙
境
訪
問
譚
の
様
相
を
検
討

し
た
。
『
風
俗
遊
仙
窟
』
が
作
中
に
仙
人
社
会
を
作
り
出
し
た
こ
と
は
、

従
来
の
一
般
的
な
仙
境
訪
問
譚
と
異
な
る
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
仙
人
社
会

法
則
の
構
築
に
お
い
て
、
中
国
の
仙
人
伝
記
が
大
き
く
関
与
し
た
こ
と
を

示
し
た
。
ま
た
、
人
間
が
異
郷
で
美
女
と
婚
姻
を
結
ん
だ
も
の
の
、
人
間

界
に
帰
る
と
い
う
結
末
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
同
型
作
品
が
あ
る
一
方
、

そ
の
原
因
（
西
王
母
の
咎
め
、
人
間
界
を
優
れ
た
も
の
と
す
る
態
度
、
儒

教
理
論
の
遵
守
）
に
つ
い
て
は
、
本
作
は
独
自
性
を
示
し
て
い
る
。
本
作

か
ら
、
中
国
仙
人
伝
記
の
受
容
の
具
体
的
様
相
だ
け
で
な
く
、
異
郷
訪
問

譚
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
作
者
の
思
想
的
立
場
や
価
値
観
に
従
っ
て
変
化

を
遂
げ
て
い
く
の
か
、
儒
教
の
教
理
が
ど
の
よ
う
に
仙
境
小
説
に
影
響
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
一
隅
を
洞
察
で
き
る
。

『
風
俗
遊
仙
窟
』
を
通
じ
て
、
異
郷
訪
問
譚
の
変
化
の
断
面
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
以
降
の
異
郷
訪
問
譚
の
様
相
は

ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
既
に
影
響
作
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
富
川
吟
雪
画
の

青
本
『
風
流
仙
人
花
聟
』
で
は
、
仙
人
社
会
の
法
則
に
つ
い
て
、
西
王
母

を
登
場
さ
せ
、
仙
人
を
教
戒
さ
せ
る
筋
書
き
が
継
承
さ
れ
る
。
ま
た
、
主

人
公
が
人
間
界
に
帰
る
原
因
は
、
仙
術
よ
り
銭
術
が
絶
妙
で
あ
る
こ
と
を

悟
っ
た
た
め
で
あ
る
。
修
仙
で
は
な
く
、
銭
を
重
視
し
て
俗
界
を
楽
し
む

結
末
は
、
現
実
主
義
的
な
態
度
に
お
い
て
『
風
俗
遊
仙
窟
』
と
同
趣
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
従
来
影
響
作
と
し
て
は
指
摘
さ
れ
な
い
が
、
黄
表
紙
『
金

々
仙
人
通
言
一
巻
』
（
富
川
吟
雪
画
作
、
安
永
五
年
〈
一
七
七
六
〉
刊
）

に
は
、
主
人
公
が
琴
高
仙
人
の
娘
と
契
り
、
後
に
仙
界
か
ら
追
い
出
さ
れ

る
内
容
が
あ
る
。
こ
の
構
想
も
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
類
似
し
て
お
り
、『
風
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俗
遊
仙
窟
』
か
ら
示
唆
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
例
に
限
ら
ず
、

『
風
俗
遊
仙
窟
』
よ
り
後
に
は
、
多
数
の
仙
人
を
描
く
作
品
や
、
中
国
仙

人
が
日
本
に
登
場
す
る
作
品
、
仙
人
聟
譚
が
増
え
て
い
る
（
明
和
十
年
刊
、

閑
鵝
斎
著
の
浮
世
草
子
『
俄
仙
人
戯
言
日
記
』
、
寛
政
元
年
刊
、
山
東
京

伝
作
、
北
尾
政
美
画
の
黄
表
紙
『
艶
哉
女
仙
人
』
な
ど
）
。
異
郷
訪
問
譚

の
変
遷
の
様
相
と
、
そ
こ
に
『
風
俗
遊
仙
窟
』
や
仙
人
伝
記
集
が
果
た
し

た
役
割
の
さ
ら
な
る
解
明
は
、
今
後
の
江
戸
時
代
中
後
期
に
お
け
る
作
品

の
網
羅
的
調
査
に
よ
っ
て
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

［
注
］

（
一
）
勝
俣
隆
『
異
郷
訪
問
譚
・
来
訪
譚
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
）
。

（
二
）
市
古
貞
次
「
異
郷
小
説
」
（
『
中
世
小
説
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
五
五
）。

（
三
）
拙
稿
「
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
お
け
る
仙
境
描
写

―
異
郷
訪
問
譚
の
系

譜
を
視
座
と
し
て
」
（
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
四
十
九
、
二
〇
二
三
）
。

（
四
）
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
刊
年
に
つ
い
て
、
小
林
勇
「
『
風
俗
遊
仙
窟
』
解
題
」

（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
、
京
都
大
学
蔵
大
惣
本
稀
書

集
成
第
二
巻
『
談
義
本

滑
稽
本
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
四
）
と
、
中
野
三

敏
「
静
観
房
ま
で

―
談
義
本
研
究
（
五
）
」（『
戯
作
研
究
』
中
央
公
論
社
、

一
九
八
一
）
に
よ
る
と
、
本
書
に
は
寛
延
二
年
の
刊
年
を
有
す
る
伝
本
と
刊

年
不
明
の
伝
本
が
あ
る
が
、『
割
印
帳
』
に
は
、
寛
延
二
年
の
記
録
以
前
に
、

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）、
同
十
八
年
の
記
録
も
あ
る
。

（
五
）
浅
井
了
意
著
『
御
伽
婢
子
』
や
、
井
原
西
鶴
著
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
な

ど
。

（
六
）
多
田
南
嶺
著
『
盛
久
側
柏
葉
』
な
ど
。

（
七
）
注
（
四
）
小
林
氏
前
掲
解
題
。

（
八
）
注
（
四
）
中
野
氏
前
掲
論
文
。

（
九
）
注
（
四
）
小
林
氏
前
掲
解
題
。

（
十
）
中
村
幸
彦
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
来
山
人
集
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
六
一
）
「
解
説
」
が
、『
風
流
志
道
軒
伝
』
と
『
遊
仙
窟
』
と
の
関
連
を

示
す
中
で
、『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
書
名
に
も
言
及
す
る
。
注
（
三
）
拙
稿
は
、

平
賀
源
内
が
『
風
俗
遊
仙
窟
』
を
直
接
参
考
に
し
た
可
能
性
を
示
し
た
。

（
十
一
）
注
（
四
）
中
野
氏
前
掲
書
。

（
十
二
）
注
（
四
）
中
野
氏
前
掲
論
文
は
、
黒
羊
子
は
後
藤
梨
春
と
推
定
す
る
。

（
十
三
）
『
列
仙
全
伝
』
の
編
者
、
序
者
は
そ
れ
ぞ
れ
「
王
世
貞
」
、
「
李
攀
竜
」

と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
書
賈
に
よ
る
仮
託
で
あ
る
こ
と
は
、
鄭
振
鐸
『
中

国
古
代
版
画
叢
刊
（
三
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
）
な
ど
に
指
摘

が
あ
る
。

（
十
四
）
仙
人
数
の
情
報
を
含
め
、
『
列
仙
全
伝
』
に
関
す
る
研
究
は
、
佐
藤
義

寛
「
『
列
仙
全
伝
』
研
究
（
一
～
一
二
）
」（
『
文
芸
論
叢
』
五
十
九
、
六
十
、

六
十
二
～
六
十
四
、
六
十
六
、
六
十
八
～
七
十
一
、
七
十
三
、
七
十
五
、
二

〇
〇
二
～
二
〇
一
〇
）
が
あ
る
。

（
十
五
）
日
本
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
、
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
が
「
元
和
末
年
買
本
」

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
嚴
紹
璗
『
日
蔵
漢
籍
善
本
書
録
』
中
冊
、

中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
）
。
『
列
仙
全
伝
』
の
出
版
年
は
万
暦
二
十
八
年
で
あ

る
た
め
、
本
書
の
日
本
へ
の
伝
来
は
一
六
〇
〇
年
か
ら
一
六
二
四
年
ま
で
の

間
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
十
六
）
前
野
直
彬
解
説
『
山
海
経
・
列
仙
伝
』
（
集
英
社
、
一
九
七
五
）
を
参

考
に
し
た
。

（
十
七
）
先
行
研
究
と
受
容
例
を
、
拙
稿
「
『
風
流
志
道
軒
伝
』
に
お
け
る
仙
人

伝
記
の
利
用
」（
『
国
語
国
文
』
九
十
二
―
三
、
二
〇
二
三
）
の
注
に
列
挙
し

た
。
こ
こ
で
は
重
複
を
避
け
る
た
め
に
再
掲
し
な
い
。
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（
十
八
）
陶
朱
公
（
范
蠡
の
こ
と
）
に
つ
い
て
、『
列
仙
伝
』
の
該
当
本
文
は
「
為
二

陶
朱
君

、
財
累

億
万

、
号

陶
朱
公

。
複
棄

之
、
蘭
陵
売

薬
」
で

一

二

一

二

一

レ

レ

あ
る
。
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
「
陶
朱
公
は
。
億
万
の
財
を
す
て
ゝ
。

蘭
凌
に
薬
を
売
」
と
類
似
す
る
表
現
が
『
列
仙
伝
』
『
列
仙
全
伝
』
の
両
作

に
あ
る
た
め
、
ど
ち
ら
の
利
用
か
判
断
し
に
く
い
。

（
十
九
）
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
『
風
俗
遊
仙
窟
』
と
の
対
応
箇
所
は
、

左
慈
伝
（
表
一
②
）
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。

（
二
十
）
表
一
③
に
お
け
る
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
本
文
は
、
東
王
公
と
西
王
母
が

登
場
す
る
場
面
で
あ
る
。
表
一
⑧
に
お
け
る
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
本
文
は
、

仙
道
が
達
成
さ
れ
る
と
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
西
王
母
が
述

べ
た
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
列
仙
全
伝
』
に
は
両
者
の
登
場
は
描
か
れ

て
お
ら
ず
、
西
王
母
の
発
言
も
見
あ
た
ら
な
い
。
『
風
俗
遊
仙
窟
』
の
内
容

は
、
東
王
公
・
西
王
母
に
無
関
係
な
『
列
仙
全
伝
』
「
茅
盈
」
と
「
劉
安
」

の
項
目
に
お
け
る
表
現
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
十
一
）
西
王
母
が
女
仙
を
管
理
す
る
こ
と
、
仙
人
が
昇
天
の
時
、
木
公
と
金

母
に
拝
謁
す
る
こ
と
は
、
既
に
中
国
唐
代
の
女
仙
伝
記
集
『
墉
城
集
仙
録
』

「
金
母
元
君
」
に
見
ら
れ
る
（
「
女
子
之
登
仙
得
道
者
、
咸
所

隷
焉
（
中

レ

略
）
然
其
昇
天
之
時
、
先
拝

木
公

、
後
謁

金
母

。
受

事
既
訖
、
方

二

一

二

一

レ

得

昇

九
天

、
入

三
清

、
拝

太
上

、
覲
奉

元
始
天
尊

耳
」
）。
し

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

か
し
、
東
王
公
が
男
仙
を
管
理
す
る
叙
述
は
本
書
に
な
い
。

東
王
公
が
男
仙
を
管
理
す
る
こ
と
を
記
し
た
漢
籍
で
、「
上
天
下
地
」
、「
男

子
」
の
表
現
を
含
む
も
の
は
、
表
一
④
で
示
し
た
よ
う
に
、
『
列
仙
全
伝
』

と
『
三
才
図
会
』
の
両
書
で
あ
る
。
『
三
才
図
会
』
の
該
当
本
文
は
「
東
王

公
、
諱
倪
、
字
君
明
。
（
中
略
）
亦
号

東
王
公

。
凡
上

天
下

地
男
子

二

一

レ

レ

登
仙
得
道
者
、
悉
所

掌
焉
。
（
中
略
）
嘗
以

丁
卯
日

登

台
、
観
望

転

レ

二

一

レ

二

劫
昇
天
之
仙

。
凡
有

九
品

。
然
始
昇
之
時
、
先
拝

太
公

、
後
謁

金

一

二

一

二

一

二

母

。
受

事
既
畢
、
方
得

昇

九
天

、
入

三
清

、
礼

太
上

而
観

一

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

元
始

」
で
あ
る
。
「
先
拝
木
公
」
と
あ
る
べ
き
箇
所
が
誤
刻
さ
れ
、
「
先
拝

一

太
公
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
十
二
）
新
間
一
美
「
白
居
易
の
長
恨
歌

―
日
本
に
お
け
る
受
容
に
関
連
し

て
」（
『
平
安
朝
文
学
と
漢
詩
文
』、
二
〇
〇
三
）。

（
二
十
三
）
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
）。

（
二
十
四
）
梅
新
林
『
仙
話

神
人
之
間
的
魔
幻
世
界
』（
三
連
書
店
上
海
分
店
、

一
九
九
二
）
に
は
、
神
仙
道
教
の
教
理
に
つ
い
て
、
中
国
晋
代
の
葛
洪
著
『
抱

朴
子
』
に
お
け
る
「
欲

求
仙

者
、
要
当

以

忠
孝
和
順
仁
信

為

本
。

二

一

下

二

一

上
レ

若
德
行
不

修
、
而
但
務

方
術

、
皆
不

得

長
生

也
」
が
引
用
さ
れ
、

レ

二

一

レ

二

一

儒
教
の
学
説
が
神
仙
道
教
の
理
論
に
与
え
た
影
響
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
神

仙
説
話
に
つ
い
て
、
道
徳
を
重
視
す
る
文
化
に
適
応
す
る
た
め
に
、
神
仙
家

は
儒
教
に
お
け
る
倫
理
綱
常
を
神
仙
説
話
に
援
用
す
る
こ
と
、
具
体
的
に
は

賢
君
、
忠
臣
、
良
民
、
節
婦
の
よ
う
な
道
徳
的
に
高
尚
な
人
が
成
仙
し
た
り
、

神
仙
に
助
け
ら
れ
た
り
す
る
話
が
創
作
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

ま
た
、
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
説
話
は
『
列
仙
全
伝
』
に

も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
巻
四
「
蘭
公
」
に
は
、
孝
子
で
あ
る
蘭
公
の
前
に
、

孝
悌
王
と
い
う
真
人
が
降
下
し
、
彼
に
仙
術
を
授
け
る
内
容
が
あ
る
。

［
付
記

］
1

本
文
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
『
風
俗
遊
仙
窟
』
は
京
都
大
学
文
学

部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
、
京
都
大
学
蔵
大
惣
本
稀
書
集
成
第
二
巻
『
談
義
本

滑
稽
本
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
四
）
、
『
有
象
列
仙
全
伝
』
は
京
都
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
の
慶
安
三
年
和
刻
本
、
『
列
仙
伝
』
は
全
釈
漢
文
大
系
『
山
海
経
・

列
仙
伝
』
（
集
英
社
、
一
九
七
五
）
、
『
墉
城
集
仙
録
』
は
『
杜
光
庭
記
伝
十
種
輯

校
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
）
、
『
三
才
図
会
』
は
万
暦
三
十
七
年
刊
本
（
国
立
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国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
載
画
像
に
よ
る
）
、
『
儀
礼
』
は
『
儀
礼

注
疏
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
、『
論
語
』
は
新
釈
漢
文
大
系
『
論
語
』

（
明
治
書
院
、
一
九
六
〇
）
、
『
蛙
の
物
真
似
』
は
岐
阜
大
学
図
書
館
所
蔵
の
享
保

十
四
年
刊
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
所
載
画
像
に
よ
る
）

に
よ
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
私
に
句
読
点
、
濁
点

な
ど
を
付
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
『
風
俗
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
割
注
は
、
山
括
弧

で
示
し
た
。
『
有
象
列
仙
全
伝
』
の
訓
点
は
、
和
刻
本
に
よ
り
な
が
ら
、
返
点
の

み
記
し
た
。
な
お
、
現
在
の
漢
文
訓
読
方
法
に
従
い
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

［
付
記

］
2

本
稿
は
、
和
漢
比
較
文
学
会
令
和
二
年
西
部
例
会
（
於
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
）
の
口
頭
発
表
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
有
象
列
仙
全

伝
』
の
利
用
」
の
一
部
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。
発
表
の
際
に
御
教
示
を

賜
り
ま
し
た
先
生
方
、
「
長
恨
歌
序
」
に
つ
い
て
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
新
間
一

美
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ふ

ぎ
ょ
う
れ
い
・
本
学
研
修
員
）


